
 
 

 

図１ 交差細線の光学顕微鏡写真と回路図 

図２ 磁化構造と AMR 比の関係 
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はじめに 
 磁気渦や磁気反渦と呼ばれるトポロジカルな磁化構造は磁化ダイナミクスの理解や人工格子への応用など、

基礎と応用の両面から注目されている[1, 2]。しかし、磁気渦と比べて磁気反渦は実験の報告例が少なく、適

切な試料形状や着磁過程があまり理解されていない。そこで本研究では磁気反渦の磁化過程を理解するため、

X 型交差細線[3]の異方性磁気抵抗(AMR)比の変化を測定し、磁場掃引後の磁気力顕微鏡(MFM)像と比較した。

更に、交差細線の磁化過程と磁気反渦の電気的な判別手法についても報告する。 
 
実験方法 
図１に X 型 Ni81Fe19交差細線の光学顕微鏡写真と回路

図を示す。左上の電極端子から右下の電極端子へ電流を

印加しながら磁場掃引に伴う抵抗変化を２端子測定し

た。初めに x 方向へ−100 mT を印加し、磁化を飽和させ

る。次に電気抵抗を測定しながら磁場 Bt > 0 mT で折り

返し、零磁場へ掃引する。その後、MFM 測定より交差

中心の磁区構造を確認した。 
 
実験結果 
図２に交差中心の MFM 像と AMR 比を示す。太い細線の磁

化反転が確率的なため、同じ着磁経路でも形成される磁化構造

は異なる。更に、各々の磁化構造の生成確率は折り返し磁場に

も依存する。図２より、磁気反渦構造が生成する場合は残留磁

化状態の抵抗が増加することが分かる。この結果より、電気抵

抗変化を利用した磁気反渦の判定が可能であることが分かった。

更に、磁化構造の折り返し磁場に対する依存性から磁化反転過

程も判明したので合わせて報告する。 
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